
 

 

「
百
姓
年
貢
物
狂
言
」 

〜
『
昆
布
柿
』
に
よ
そ
え
て
〜  

 
 
 

『
佐
渡
狐
』
と
い
う
狂
言
は
、『
耳
袋
』
と
言
う
随
筆
の
中
に
、
佐
渡
に
は
狐
が
居
ら
な
い
と
書
か
れ
て

あ
る
の
を
素
材
に
、
佐
渡
の
国
と
越
後
の
国
の
百
姓
を
争
わ
せ
た
、「
百
姓
物
」
と
し
て
は
異
色
の
作
品
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
「
百
姓
物
」
は
上
頭
へ
の
年
貢
納
め
の
二
か
国
乃
至
三
か
国
の
百
姓
の
話
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
類
似
性
が
強
い
た
め
、「
大
蔵
流
名
寄
」
で
は
、
明
治
以
後
廃
止
狂
言
の
中
に
入
れ
ら
れ
て

い
る
物
が
多
い
。『
餅
酒
』『
昆
布
柿
』『
三
人
夫
』
が
そ
れ
で
、『
角
水
』
な
ど
は
「
名
寄
」
に
も
載
っ
て

い
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
『
筑
紫
奥
』『
鴈
雁
金
』『
松
楪
』
が
「
名
寄
」
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
演
ぜ
ら
れ

る
事
は
殆
ど
無
い
。 

 

参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
狂
言
の
国
名
と
年
責
と
を
列
挙
す
る
と
、 

『
筑
紫
奥
』
－
奥
筑
紫
（
筑
後
） 

唐
物 

 
丹
波 

柑
類 

『
鴈
雁
金
』
－
津 

初
雁 

 

和
泉 

初
雁
（
雁
金
） 

『
松
楪
』
－
津 

子
の
日
の
松
（
門
松
） 

 

丹
波 
楪
（
ユ
ズ
リ
ハ
） 

『
餅
酒
』
－
加
賀 

実
相
坊
の
菊
酒 

 

越
前 

圓
鏡
（
鏡
餅
） 

『
昆
布
柿
』
－
淡
路 

柿 
 

丹
波 

昆
布 

『
三
人
夫
』
－
淡
路
・
尾
張
・
美
濃
（
年
貢
不
明
） 

『
角
水
』
－
津 

無
塩
鯛 

 

播
磨 

御
教
書
紙
（
揖
西
紙
） 

 

河
内 
早
田
米
俵 

な
ど
で
、
年
貢
に
よ
そ
え
て
和
歌
を
詠
む
と
か
、
舞
を
舞
う
と
か
、
語
り
を
す
る
と
か
、
相
舞
を
す
る
と

か
で
、
異
色
な
の
は
『
佐
渡
狐
』
の
賄
賂
渡
し
と
狐
の
成
り
格
好
を
教
え
る
所
と
、『
昆
布
柿
』
の
変
わ
っ

た
名
前
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
名
前
の
変
わ
っ
て
い
る
の
は
、『
三
人
夫
』
で
淡
路
が
「
つ
う
じ
」、
尾
張
が
「
ま

か
ぢ
」、
美
濃
が
「
是
へ
参
ろ
う
」
と
言
う
名
前
で
、
名
前
を
入
れ
て
和
歌
を
詠
む
と
い
う
の
が
趣
向
に
な

っ
て
い
る
。 

 

変
わ
っ
た
名
前
や
長
い
名
前
を
付
け
る
の
は
、
庶
民
の
目
立
ち
が
り
か
ら
来
て
い
る
の
ら
し
い
が
、
既

に
、『
沙
石
集
』
巻
八
の
七
「
仏
の
鼻
熏
ぶ
る
事
」
の
中
に
、「
阿
釈
妙
観
地
白
熊
日
羽
嶽
の
坊
」
と
言
う

名
前
が
出
て
く
る
。
阿
弥
陀
・
釈
迦
・
妙
法
・
観
音
・
地
蔵
・
自
由
・
熊
野
・
日
吉
・
御
嶽
を
網
羅
し
た

名
前
で
あ
る
。『
狂
言
不
審
紙
』
に
も
「
寛
政
の
比
、
奥
平
公
の
御
内
に
、”

筑
紫
分
腹
見
高
山
峻
高
形
部
左

衛
門”

」
と
言
う
名
前
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

『
昆
布
柿
』
で
は
、
名
前
を
問
わ
れ
て
淡
路
の
国
の
百
姓
の
「
問
う
て
何
し
ょ
」
は
奏
者
で
無
く
て
も

驚
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
三
人
夫
』
の
美
濃
の
国
の
百
姓
の
名
前
が
「
是
へ
参
ろ
う
」
と
類
似
し
て
い
る

が
、『
昆
布
柿
』
の
丹
波
の
国
の
百
姓
の
「
栗
の
木
の
の
ぐ
ぜ
い
に
、
栗
の
木
の
ぐ
ぜ
い
に
、
も
り
う
た
に

た
り
う
た
、
た
り
う
た
に
も
り
う
た
に
、
ば
い
ば
い
に
ぎ
ん
ば
ば
い
、
ぎ
ん
ば
ば
い
ば
い
や
れ
」
と
言
う

名
前
に
は
唖
然
と
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。 

 

初
歩
の
口
馴
ら
し
に
咄
さ
れ
る
と
い
う
落
語
の
中
に
『
寿
限
無
』
と
言
う
の
が
あ
る
。
生
ま
れ
た
子
供

が
長
生
き
す
る
様
に
と
、
住
職
に
付
け
て
貰
っ
た
長
い
名
が
こ
の
落
語
の
目
玉
で
あ
る
。
そ
の
名
前
と
言

う
の
は
「
寿
限
無
、
寿
限
無
、
後
光
の
摺
り
切
れ
、
海
砂
利
水
魚
の
水
行
末
、
雲
来
末
、
風
来
末
、
食
う

寝
る
所
住
む
所
、
油
小
路
ぶ
ら
小
路
、
パ
イ
ポ
パ
イ
ポ
、
パ
イ
ポ
の
シ
ュ
ー
リ
ン
ガ
イ
、
シ
ュ
ー
リ
ン
ガ



 

 

イ
の
グ
ー
リ
ン
台
の
ポ
ン
ポ
コ
ナ
ァ
、
ポ
ン
ポ
コ
ナ
ァ
の
長
久
命
、
長
久
命
の
長
助
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

覚
え
る
の
が
大
変
で
、
初
歩
の
口
馴
ら
し
に
教
え
ら
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

狂
言
の
場
合
も
同
じ
事
で
、
和
歌
や
語
り
を
覚
え
る
の
が
大
変
で
あ
る
。
良
く
ま
あ
大
変
な
物
を
覚
え

た
事
、
と
思
っ
て
貰
え
て
も
、
そ
の
内
容
で
笑
い
を
取
る
事
は
難
し
い
。
長
い
名
前
の
場
合
も
そ
れ
を
覚

え
た
か
ら
と
言
っ
て
、
笑
い
の
対
象
と
し
て
は
一
過
性
の
物
で
あ
っ
て
、
内
容
が
あ
っ
て
面
白
い
と
言
う

物
で
は
な
い
。 

 

「
脇
狂
言
」
の
「
百
姓
年
貢
物
」
は
道
行
き
で
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
様
に
、「
毎
年
、
毎
年
、
足
手
息

災
で
、
御
年
貢
を
持
っ
て
上
ぼ
る
」
事
を
、
為
政
者
側
も
百
姓
側
も
喜
ば
し
い
事
で
あ
る
と
い
う
「
目
出

度
い
」
狂
言
で
あ
っ
て
、
面
白
可
笑
し
い
狂
言
で
は
無
い
。
内
容
も
、
出
来
る
限
り
多
く
の
国
が
登
場
す

る
に
越
し
た
事
は
無
い
の
だ
が
、
特
色
あ
る
御
年
貢
で
、
観
客
を
納
得
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
上
に
、
和
歌
・

語
り
の
対
象
と
し
て
相
応
し
い
物
で
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
登
場
す
る
国
も
類
似
し
た
物
が
多
い
。

舞
も
一
辺
倒
で
な
く
、
三
段
の
舞
の
相
舞
、（『
餅
酒
』）
と
か
、
二
人
で
一
人
の
左
右
を
舞
う
変
形
の
相
舞

い
（『
松
楪
』）
と
か
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
物
も
あ
る
が
、
技
術
的
に
困
難
な
割
り
に
、
こ
れ
も
一
過
性

の
笑
い
し
か
取
れ
な
い
。 

 

唯
々
、
真
面
目
に
初
心
を
忘
れ
ず
、
初
心
に
還
っ
て
狂
言
の
基
本
に
忠
実
に
淡
々
と
演
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
変
に
、
観
客
を
笑
わ
せ
よ
う
な
ど
と
考
え
て
、
基
本
か
ら
外
れ
る
と
、
苦
い
想
い
を
す
る
事
に

な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
ら
の
喜
劇
に
対
す
る
適
応
性
す
ら
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
面
白
可

笑
し
い
狂
言
よ
り
も
演
じ
難
い
の
で
、
敬
遠
さ
れ
る
事
が
多
い
の
が
、
こ
の
種
の
狂
言
で
あ
る
。 

 
 初

出 
2001

年
京
都
大
学
能
と
狂
言
の
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト  

 
 


